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学　校　行　事　《 第３学期 》

第２学年マレーシア・シンガポール修学旅行

１月８日　始業式
　　９日　２年 実力養成講座（～２月２１日）
　　１４日　２年総進 志望理由書講座
　　１７日　実用英語技能検定（１・２年全員受験）
　　１９日　３年 大学入学共通テスト自己採点
　　２２日　推薦入学試験（総進・特進）
　　２３日　１年特進 記述模試
　　　　　２年特進 記述模試（～２４日）
　　２４日　総合型・学校推薦型選抜　合格者報告会
　　２８日　２年総進 志望理由書サポート
２月３日　芸術鑑賞会
　　５日　２年特進 大学入学共通テスト模試（～６日）
　　１０日　第１回一般入学試験（総進・特進）
　　１１日　第２回一般入学試験（総進・特進）

　　１３日　１・２年総進 日大チャレンジ模試
　　２１日　１年 保護者対象修学旅行説明会
　　２５日　３年生を送る会
３月１日　第７５回卒業証書授与式
　　４日　１・２年 学年末試験（～７日）
　　７日　ブライトン語学研修（３年希望者・～ 23日）
　　８日　新入生招集日
　　１０日　１・２年 答案解説授業（～ １１日）
　　１１日　一般選抜合格者報告会
　　１９日　令和７年度修業式
　　２３日　春期外部特別講座（～ ２７日）



令和７年度 第75回卒業証書授与式

卒業おめでとう

令和８年３月１日 （　2　）

　

第
七
十
五
回
卒
業
証
書
授
与
式
が
、

令
和
八
年
三
月
一
日
（
日
）、本
校
体
育

館
に
て
挙
行
さ
れ
た
。三
九
九
名
（
男

子
二
〇
四
名
、女
子
一
九
五
名
）の
卒
業

生
が
、数
々
の
思
い
出
と
未
来
へ
の
希

望
を
胸
に
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し

た
。

　
　
―
　
式
　
次
　
第
　
―

開
式

国
歌
斉
唱

卒
業
証
書
授
与

　

総
代　

大
幸　

初
咲（
浅
間
中
）

日
本
大
学
学
長
賞（
学
業
部
門
）

　
　
　
　

上
杉　

遥
音（
稲
付
中
）

日
本
大
学
学
長
賞（
学
術
・
文
化
部
門
）

　
　
　
　

中
里　

真
菜（
第
二
南
砂
中
）

日
本
大
学
学
長
賞（
ス
ポ
ー
ツ
部
門
）

　
　
　
　

細
田　

率
生（
駒
形
中
）

　
　
　
　

中
村　

美
陽（
葛
西
中
）

優
等
賞

　

代
表　

浜
田　

三
咲（
文
京
一
中
）

皆
勤
賞

　

代
表　

園
田　

来
幸（
天
沼
中
）

校
長
賞（
皆
勤
賞
受
賞
者
の
保
護
者
）

　

代
表　

園
田　

紀
子
様

生
徒
会
功
労
賞

　

代
表　

古
川　

敦
也（
深
川
三
中
）

学
校
長
式
辞

　
　
　
　

寒
川　
　

聡
校
長

学
長
祝
辞

　
　
　
　

大
貫
進
一
郎
学
長

学
校
か
ら
卒
業
生
へ
記
念
品
贈
与

　

代
表　

番
場　

小
夏（
南
菅
中
）

卒
業
生
か
ら
学
校
へ
記
念
品
贈
呈

　

代
表　

菅
原　

夏
緒

（
多
摩
市
立
和
田
中
）

同
窓
会
か
ら
卒
業
生
へ
記
念
品
贈
与

　

代
表　

濱
中　

優
花（
梅
丘
中
）

桜
園
会
か
ら
卒
業
生
へ
記
念
品
贈
与

　

代
表　

堀
尾　

涼
花（
稲
田
中
）

在
校
生
代
表
送
辞

　
　
　
　

栗
原　

優
真（
阿
佐
ヶ
谷
中
）

卒
業
生
代
表
答
辞

　
　
　
　

星　

ひ
か
り（
国
分
寺
三
中
）

卒
業
生
保
護
者
代
表
謝
辞

　
　
　
　

細
田　

典
子
様

校
歌
斉
唱

閉
式

各
賞
受
賞
者

【
日
本
大
学
か
ら
の
表
彰
】

学
長
賞（
学
業
部
門
）

Ｂ　

上
杉　

遥
音
（
稲
付
中
）

学
長
賞（
学
術
・
文
化
部
門
）

Ｆ　

中
里　

真
菜
（
第
二
南
砂
中
）

学
長
賞（
ス
ポ
ー
ツ
部
門
）

Ｊ　

細
田　

率
生
（
駒
形
中
）

Ｋ　

中
村　

美
陽
（
葛
西
中
）

優
等
賞

Ａ　

古
川　

敦
也（
深
川
三
中
）

Ｂ　

上
杉　

遥
音（
稲
付
中
）

　
　

濱
中　

優
花（
梅
丘
中
）

Ｆ　

菅
原　

夏
緒（
多
摩
市
立
和
田
中
）

Ｇ　

大
幸　

初
咲（
浅
間
中
）

　
　

番
場　

小
夏（
南
菅
中
）

Ｈ　

浜
田　

三
咲（
文
京
一
中
）

Ｉ　

園
田　

来
幸（
天
沼
中
）

Ｌ　

松
浦　

大
樹（
高
井
戸
中
）

　
　

堀
尾　

涼
花（
稲
田
中
）

【
本
校
か
ら
の
表
彰
】

皆
勤
賞〔
校
長
賞
〕

※〔　

〕内
は
校
長
賞
＝
皆
勤
賞
受
賞
者

の
保
護
者
に
贈
る

Ａ　

森　

蒼
奈（
千
歳
中
）〔
幹
正
〕

Ｂ　

大
澤　

慧
士（
東
海
中
）〔
佐
恵
子
〕

　
　

齋
藤　

玲
王（
向
丘
中
）〔
友
美
恵
〕

　
　

松
尾　

樹
乃（
武
蔵
野
四
中
）

〔
竜
哉
〕

Ｃ　

安
部　

信
太
朗（
生
田
中
）〔
正
代
〕

　
　

中
山　

陽
翔（
麻
生
中
）〔
智
深
〕

　
　

光
葊　

さ
つ
き（
向
陽
中
）〔
昌
子
〕

Ｆ　

中
里　

真
菜（
第
二
南
砂
中
）

〔
寛
子
〕

Ｇ　

太
田　

椰
子（
西
高
津
中
）〔
師
子
〕

Ｈ　

内
野　

に
こ（
三
宿
中
）〔
あ
ゆ
み
〕

　
　

大
越　

帆
南（
志
村
一
中
）〔
裕
美
〕

　
　

木
村　

優
友（
世
田
谷
中
）〔
玲
子
〕

Ｉ　

大
澤　

桃
香（
小
山
中
）〔
知
江
〕

　
　

久
保
田　

悠
介（
富
士
中
）

〔
麻
理
子
〕

　
　

園
田　

来
幸（
天
沼
中
）〔
紀
子
〕

　
　

馬
場　

葵
梨（
小
松
川
一
中
）

〔
美
智
子
〕

Ｊ　

鈴
木　

葵（
桜
丘
中
）〔
由
美
子
〕

Ｋ　

巽　

千
佳（
豊
玉
二
中
）〔
美
登
里
〕

　
　

中
島　

芽
生（
ひ
ば
り
が
丘
中
）

〔
友
恵
〕

Ｌ　

渡
邉　

涼
葉（
稲
城
五
中
）〔
禎
美
〕

精
勤
賞

Ａ　

石
井　

雄
也（
北
沢
中
）

Ｂ　

川
端　

萌
衣（
赤
塚
三
中
）

Ｃ　

藤
本　

纏（
晴
海
中
）

Ｄ　

近
江　

桃
奈（
中
野
東
中
）

　
　

鈴
木　

萌
希（
中
村
中
）

　
　

鈴
木　

陸（
緑
中
）

Ｅ　

青
木　

千
紘（
神
明
中
）

　
　

薄
井　

千
奈（
関
中
）

　
　

鹿
子
木　

蒼（
梅
丘
中
）

　
　

久
永　

泰
史（
高
井
戸
中
）

Ｆ　

竹
野　

純（
美
し
が
丘
中
）

Ｇ　

江
成　

安
南（
大
野
北
中
）

　
　

加
瀨　

拓
海（
目
黒
一
中
）

　
　

昆　

友
樹（
楢
原
中
）

　
　

瀧
沢　

柊
太

（
い
ず
み
の
森
義
務
教
育
学
校
）

Ｈ　

髙
橋　

花
歩（
三
鷹
六
中
）

　
　

浜
田　

三
咲（
文
京
一
中
）

Ｉ　

酒
寄　

百
珈（
伊
興
中
）



令和７年度 第75回卒業証書授与式

卒業おめでとう

令和８年３月１日（　3　）

Ｊ　

井
之
上　

悠（
薬
師
中
）

　
　

椙
杜　

美
月（
荏
原
六
中
）

　
　

奈
良　

泰
希（
有
馬
中
）

　
　

吉
澤　

芽
依（
三
鷹
三
中
）

Ｋ　

上
田　

拓
音（
高
井
戸
中
）

　
　

太
田　

壮
也（
東
村
山
三
中
）

生
徒
会
功
労
賞

○
生
徒
会
長

　

Ｌ　

星　

ひ
か
り（
国
分
寺
三
中
）

○
学
級
委
員
会

　

Ｌ　

吉
本　

新
代（
松
溪
中
）

○
風
紀
委
員
会

　

Ｇ　

神
田　

慶
人（
高
津
中
）

○
厚
生
委
員
会

　

Ｃ　

小
寺　

瑛
久（
御
成
門
中
）

○
部
活
動
運
営
委
員
会

　

Ｆ　

竹
野　

純（
美
し
が
丘
中
）

○
鶴
ヶ
丘
祭
実
行
委
員
会

　

Ｃ　

安
部　

信
太
朗（
生
田
中
）

○
体
育
祭
実
行
委
員
会

　

Ｆ　

佐
藤　

祐
多（
田
柄
中
）

○
編
集
委
員
会

　

Ｇ　

小
林　

凛（
足
立
七
中
）

○
図
書
委
員
会

　
Ｊ　

菅
家　

幸
太
朗（
石
神
井
西
中
）

部
活
動【
体
育
系
】

○
ス
キ
ー
部　

　

Ｄ　

鈴
木　

陸（
緑
中
）

　

Ｂ　

山
下　

真
矢（
菅
生
中
）

○
陸
上
競
技
部

　

Ｄ　

今
村　

奏
良（
深
川
三
中
）

○
野
球
部

　

Ｈ　

住　

日
翔
夢（
上
一
色
中
）

○
サ
ッ
カ
ー
部

　

Ａ　

橋
本　

翔
太（
稲
城
六
中
）

○
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

Ｆ　

道
端　

悠
人（
目
黒
十
中
）

○
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

Ｃ　

布
野　

桃
子（
鶴
川
二
中
）

○
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　

Ａ　

野
村　

晴
哉（
本
所
中
）

○
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　

Ｋ　

田
村　

優
佳（
桜
丘
中
）

○
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

Ｋ　

谷
地　

宙（
西
宮
中
）

○
テ
ニ
ス
部

　

Ａ　

湯
川　

優
亜（
鶴
川
二
中
）

　

Ｂ　

上
田　

純
平（
聖
徳
学
園
中
）

○
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

Ａ　

橋
爪　

彩
音（
練
馬
中
）

　

Ｋ　

髙
橋　

一
輝（
井
草
中
）

○
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　

Ａ　

古
川　

敦
也（
深
川
三
中
）

　

Ｇ　

堀
口　

幸
音（
佃
中
）

○
剣
道
部

　

Ｆ　

齋
藤　

雄
太（
三
鷹
三
中
）

○
弓
道
部

　

Ｂ　

松
尾　

樹
乃（
武
蔵
野
四
中
）

　

Ｉ　

島
田　

翼（
千
歳
中
）

○
空
手
道
部

　

Ｈ　

渡
部　

璃
久（
洋
光
台
一
中
）

　

Ｇ　

太
田　

椰
子（
西
高
津
中
）

○
ゴ
ル
フ
部

　
Ｊ　

鈴
木　

将
大（
寺
尾
中
）

○
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部

　
Ｊ　

細
田　

率
生（
駒
形
中
）

　

Ｋ　

中
村　

美
陽（
葛
西
中
）

部
活
動【
文
化
系
】

○
写
真
部

　

Ｋ　

上
田　

拓
音（
高
井
戸
中
）

○
放
送
部

　

Ｆ　

竹
野　

純（
美
し
が
丘
中
）

○
サ
イ
エ
ン
ス
部

　

Ｌ　

眞
鍋　

知
也（
松
木
中
）

○
情
報
部

　

Ｇ　

永
瀬　

拓
未（
赤
塚
三
中
）

○
演
劇
部

　

Ｇ　

江
成　

安
南（
大
野
北
中
）

○
吹
奏
楽
部

　

Ｋ　

小
原　

千
愛
奈（
東
中
）

○
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部

　

Ｂ　

川
端　

萌
衣（
赤
塚
三
中
）

○
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
部

　

Ｋ　

森　

愛
理
沙（
千
歳
中
）

○
茶
・
華
道
部

　

Ｈ　

柿
平　

千
慧（
滝
野
川
紅
葉
中
）

○
料
理
部

　

Ｅ　

荒
井　

美
羽（
松
江
一
中
）

○
書
道
部

　

Ｆ　

中
里　

真
菜（
第
二
南
砂
中
）

同
好
会

○
ダ
ン
ス
同
好
会

　

Ｉ　

吉
田　

遥
香（
江
戸
川
女
子
中
）

団
体
功
労
賞

　

ス
キ
ー
部

　

テ
ニ
ス
部

　

空
手
道
部

　

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部

　

放
送
部

【
そ
の
他
か
ら
の
表
彰
】

東
京
都
知
事
よ
り
表
彰

　

東
京
都
知
事
賞

　
　
（
副
賞　

東
京
都
私
学
財
団
賞
奨
励
賞
）

　

Ｌ　

堀
尾　

涼
花（
稲
田
中
）

東
京
都
私
学
財
団
よ
り
表
彰

　

東
京
都
私
学
財
団
賞

　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
賞

　

Ｆ　

中
里　

真
菜（
第
二
南
砂
中
）

東
京
私
立
中
学
高
等
学
校
協
会

　

協
会
表
彰

　

Ｆ　

中
里　

真
菜（
第
二
南
砂
中
）

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
よ
り
表
彰

　

会
長
表
彰

　

Ｌ　

星　

ひ
か
り（
国
分
寺
三
中
）

東
京
都
高
等
学
校
体
育
連
盟
よ
り
表
彰

　

体
育
優
良
生
徒

　
Ｊ　

細
田　

率
生（
駒
形
中
）

　

Ｋ　

中
村　

美
陽（
葛
西
中
）

　

優
秀
校

　

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部

　

優
秀
選
手

　

Ｃ　

佐
久
間　

伶
音（
恩
方
中
）

　
Ｊ　

細
田　

率
生（
駒
形
中
）

　

Ｋ　

中
村　

美
陽（
葛
西
中
）

東
京
都
高
等
学
校
文
化
連
盟
よ
り
表
彰

　

文
化
活
動
優
良
生
徒

　

Ｆ　

竹
野　

純（
美
し
が
丘
中
）

　
　
　

中
里　

真
菜（
第
二
南
砂
中
）

杉
並
区
よ
り
表
彰

　

杉
並
区
ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
顕
彰

　

ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
賞

　

Ｃ　

佐
久
間　

伶
音（
恩
方
中
）

　
Ｊ　

細
田　

率
生（
駒
形
中
）

　

Ｋ　

中
村　

美
陽（
葛
西
中
）



令和８年３月１日 （4）

克
己
心学

校
長　
　

寒
川　
　

聡

「
克
己
心
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
。
読
み
方
は
“
こ
っ
き

し
ん
”
で
す
。
意
味
は
己
に
勝
つ
力
を
指

し
ま
す
。
広
辞
苑
に
よ
れ
ば
、「
克
己
」

と
は
「
お
の
れ
に
か
つ
こ
と
。
意
志
の
力

で
、
自
分
の
衝
動
・
欲
望
・
感
情
な
ど
を

お
さ
え
る
こ
と
。」
と
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
そ
の
心
が
「
克
己
心
」
で
す
。

三
十
年
前
、
高
校
三
年
生
の
担
任
を
し

た
と
き
、
受
験
で
使
う
マ
ー
ク
シ
ー
ト
用

の
鉛
筆
に
ク
ラ
ス
ご
と
に
好
き
な
言
葉
を

入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
み
ん
な
に

聞
い
て
み
た
と
こ
ろ
、「
克
己
心
」
が
よ

い
と
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
持
っ
て
い
る
そ

の
鉛
筆
に
は
「
３
年
Ｄ
組
﹃
克
己
心
﹄
最

後
ま
で
諦
め
る
な
！
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。何

か
を
成
し
遂
げ
よ
う
と
す
る
と
き
、

人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
力
に
応
じ
て
努
力
し
、

目
標
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
き
ま
す
。
す

ぐ
に
で
き
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
未
来
へ
の

不
安
が
あ
っ
た
り
、
難
し
い
目
標
に
挑
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

私
自
身
も
、
剣
道
の
段
位
審
査
に
何
度

か
落
ち
て
い
た
時
期
が
あ
り
、
八
段
の
先

生
に
「
な
ぜ
君
は
受
か
ら
な
い
ん
だ
」
と

言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
こ

と
を
言
わ
れ
て
も
答
え
よ
う
が
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
で
も
出
て
き
た
言
葉
は
、「
自

分
に
弱
か
っ
た
か
ら
で
す
」
で
し
た
。
そ

の
後
の
審
査
で
は
、「
頑
張
れ
、諦
め
る
な
、

ま
だ
終
わ
っ
て
な
い
」
と
必
死
に
自
分
を

鼓
舞
し
ま
し
た
。
結
果
は
合
格
。
思
わ
ず

涙
が
出
ま
し
た
。
自
分
に
勝
つ
こ
と
が
で

き
た
と
感
じ
た
瞬
間
で
し
た
。

ま
た
、「
も
う
い
い
か
」、「
こ
ん
な
も

ん
だ
」
と
途
中
で
投
げ
出
し
て
し
ま
う
こ

と
も
少
な
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
他
の
誘
惑

も
あ
り
ま
す
。
人
が
楽
な
方
へ
流
れ
た
く

な
る
の
は
自
然
な
こ
と
で
す
。

す
ぐ
に
結
果
が
出
な
い
こ
と
に
焦
っ
た

り
、
自
分
に
は
無
理
だ
と
思
っ
て
し
ま
っ

た
り
す
る
瞬
間
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
と
き
こ
そ
「
克
己
心
」
で
す
。

目
の
前
の
不
安
や
弱
さ
に
負
け
ず
、
一
歩

で
も
前
に
進
も
う
と
す
る
気
持
ち
。
そ
れ

こ
そ
が
、
皆
さ
ん
を
大
き
く
成
長
さ
せ
て

く
れ
る
力
で
す
。ど
ん
な
道
で
あ
っ
て
も
、

自
分
を
信
じ
、
昨
日
の
自
分
に
少
し
で
も

勝
と
う
と
す
る
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
前

へ
進
ん
で
く
だ
さ
い
。

卒
業
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

一
期
一
会

学
年
主
任　

相
沢　

由
美（
地
歴
公
民
科
）

大
切
に
し
て
欲
し
い
も
の
は
み
っ
つ

「
自
分
自
身
、
周
囲
の
仲
間
や
家
族
、
こ

と
や
も
の
」

忘
れ
な
い
で
欲
し
い
言
葉
は
ふ
た
つ

「
世
界
は
誰
か
の
仕
事
で
で
き
て
い
る
」

「
み
ん
な
で
作
ろ
う
お
っ
き
な
わ
」

伝
え
た
い
こ
と
は
た
だ
ひ
と
つ

「
最
高
に
楽
し
い
三
年
間
を
あ
り
が
と

う
！
」

「
本
気
」
と
い
う
感
覚

Ａ
組
担
任　

冨
田　

俊
（
英
語
科
）

卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
大
人

に
な
っ
て
思
う
こ
と
は
「﹃
本
気
と
は
﹄

を
感
覚
的
に
学
べ
た
こ
と
は
高
校
生
活
で

の
一
番
の
学
び
だ
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
の
感
覚
は
言
葉
で
は
教
え
ら
れ
ま

せ
ん
。
高
校
生
活
で
の
、
そ
の
「
実
感
」

こ
そ
が
、
最
高
の
学
び
で
す
。
不
器
用
で

も
泥
臭
く
無
我
夢
中
の
そ
の
姿
こ
そ
が

「
か
っ
こ
い
い
」
で
す
。
皆
さ
ん
の
か
っ

こ
い
い
大
人
の
姿
を
見
ら
れ
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。最
後
に
一
言
、「﹃
本

気
﹄
以
外
に
、
人
生
を
楽
し
く
す
る
方
法

が
あ
る
な
ら
教
え
て
く
れ
！
」

出
会
い
に
感
謝

Ｂ
組
担
任　

寺
島　

伊
織
（
数
学
科
）

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

鶴
ヶ
丘
で
の
三
年
間
は
い
か
が
で
し
た

か
。
高
校
生
活
を
送
る
中
で
、
様
々
な
人

と
出
会
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
い
つ
も

言葉の花束



令和８年３月１日（　5　）

一
緒
に
い
て
く
れ
る
友
人
や
尊
敬
で
き
る

先
輩
、
頼
れ
る
後
輩
、
親
身
に
な
っ
て
く

れ
る
先
生
な
ど
多
く
の
出
会
い
の
中
で
、

今
日
と
い
う
素
敵
な
日
を
迎
え
て
い
ま

す
。
人
と
の
出
会
い
は
と
て
も
貴
重
な
こ

と
で
す
。
今
ま
で
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
出

会
う
人
た
ち
を
大
切
に
過
ご
し
て
も
ら
え

た
ら
嬉
し
い
で
す
。
み
な
さ
ん
の
こ
れ
か

ら
の
活
躍
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

未
来
は
あ
な
た
の
手
の
中
に
あ
る

Ｃ
組
担
任　

堀
内　

美
和
（
理
科
）

卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ

ん
、
十
年
前
に
今
の
自
分
を
予
想
で
き
て

い
ま
し
た
か
？
予
想
通
り
の
人
、
そ
う
で

な
い
人
、
色
々
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て

十
年
後
の
自
分
も
、
思
い
描
い
た
通
り
の

こ
と
も
あ
れ
ば
、
全
く
違
う
未
来
に
な
る

こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
大
切
な
の
は
、

人
生
の
岐
路
に
お
い
て
自
分
で
考
え
、
自

分
で
決
め
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
が
自
分
の

人
生
を
生
き
る
と
い
う
こ
と
な
の
だ
と
、

私
は
信
じ
て
い
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
未
来

が
皆
さ
ん
に
訪
れ
ま
す
よ
う
に
。
ま
た
会

い
ま
し
ょ
う
！

「
推
し
事
」

Ｄ
組
担
任　

鹿
野　

雄
大
（
数
学
科
）

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

突
然
で
す
が
、
皆
さ
ん
の
「
推
し
」
は

誰
で
す
か
？
私
に
と
っ
て
の
「
推
し
」
は

鶴
高
生
で
す
。
元
気
に
挨
拶
し
、
授
業
を

し
っ
か
り
受
け
、
他
愛
も
な
い
話
で
一
緒

に
笑
い
、
行
事
や
部
活
動
に
全
力
で
取
り

組
む
。
そ
ん
な
皆
さ
ん
と
関
わ
る
「
推
し

事
」
が
で
き
て
私
は
幸
せ
で
す
。

「
清
ら
か
で
あ
れ
、
勉
励
せ
よ
、
世
の

た
め
た
れ
」
私
の
母
校
の
校
訓
で
す
。
私

の
人
生
理
念
で
あ
る
「
他
者
貢
献
」
に
も

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
三
年
間
の

鶴
ヶ
丘
で
の
学
び
を
胸
に
、
自
分
の
理
念

を
持
っ
て
羽
ば
た
い
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ

ん
の
活
躍
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

い
つ
か
、人
生
が
「
輝
か
し
い
」
も
の
だ
っ

た
と
誇
れ
る
よ
う
に

Ｅ
組
担
任　

菊
山　

新
士（
地
歴
公
民
科
）

刺
身
が
半
額
に
な
っ
た
時
間
を
見
計

ら
っ
て
行
っ
た
日
曜
の
夕
方
遅
い
ス
ー

パ
ー
。
そ
こ
で
流
れ
て
い
た
の
が
丁
度

三
十
年
前
に
大
学
受
験
の
会
場
に
向
か
う

時
に
聴
い
て
い
た
曲
で
し
た
。「
～
ポ
ケ
ッ

ト
の
夢
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
を
賭
け
た
ね

♩
」
そ
の
歌
詞
に
励
ま
さ
れ
て
解
答
し
た

記
憶
が
蘇
り
ま
し
た
。
平
穏
を
望
む
こ
と

も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
自
ら
の
人
生
を
賭

け
な
く
て
は
な
ら
な
い
場
面
も
あ
る
は
ず

で
す
。
そ
の
際
に
は
、
恐
れ
ず
、
そ
れ
が

ど
の
よ
う
な
結
果
に
な
ろ
う
と
も
自
分
の

選
択
に
は
責
任
を
持
っ
て
高
み
を
目
指
し

て
下
さ
い
！

人
間
万
事
塞
翁
が
馬

Ｆ
組
担
任　

桐
田　

知
典（
地
歴
公
民
科
）

卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
人
生
に
お
い
て
い
ろ
ん
な
こ
と
に

一
喜
一
憂
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
タ
イ
ト
ル
の
言
葉
で
す
。
ど
ん

な
に
辛
い
こ
と
で
も
、
時
間
が
経
つ
と
そ

れ
ほ
ど
で
も
な
い
な
と
思
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

「
禍
福
は
糾
え
る
縄
の
如
し
」
と
も
い

い
ま
す
。

幸
か
不
幸
か
。
ど
ん
な
時
も
一
時
の
浮

き
沈
み
に
惑
わ
さ
れ
な
い
で
、
マ
イ
ペ
ー

ス
を
保
っ
て
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
歩
ん
で

く
だ
さ
い
。

卒
業
お
め
で
と
う
！

Ｇ
組
担
任　

村
山　

大
輔
（
国
語
科
）

た
ま
に
は
遊
び
に
き
て
ね
。

想
い
の
種
を
蒔
き
、
人
生
を
刈
り
取
る

Ｈ
組
担
任　

谷　

幸
一
朗
（
数
学
科
）

想
い
の
種
を
蒔
き
、
行
動
を
刈
り
取
り

行
動
の
種
を
蒔
き
、
習
慣
を
刈
り
取
り

習
慣
の
種
を
蒔
い
て
、人
生
を
刈
り
取
る
。

何
も
蒔
か
な
い
と
、
雑
草
と
い
う
雑
念
が

生
い
茂
る
。

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
ん
な
未
来
を
創
造
し
ま
す
か
。

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

「
感
動
」
す
る
こ
と
勿
れ
！

Ｉ
組
担
任　

酒
匂　

守
夫
（
国
語
科
）

昔
読
ん
だ
漢
文
の
本
に
こ
ん
な
話
が

載
っ
て
い
ま
し
た
。
魯
の
国
で
幼
い
少
年

が
捕
え
ら
れ
、
斉
の
国
へ
と
奴
隷
と
し
て

連
行
さ
れ
た
。
数
十
年
後
に
な
っ
て
よ
う

や
く
解
放
さ
れ
、
案
内
人
に
導
か
れ
て
魯

の
国
へ
と
帰
る
こ
と
に
な
り
、
元
少
年
は

大
い
に
喜
ん
だ
。
し
か
し
案
内
人
は
元
少

年
が
故
郷
の
こ
と
を
何
も
覚
え
て
い
な
い

の
を
い
い
こ
と
に
、
道
中
彼
を
騙
し
て
遊

ぶ
こ
と
に
し
た
。
デ
タ
ラ
メ
な
家
を
指
し

て「
こ
こ
が
昔
、君
の
住
ん
で
い
た
家
だ
。」

と
案
内
人
が
言
う
と
元
少
年
は
声
を
あ
げ

て
嘆
き
悲
し
ん
だ
。
ま
た
適
当
な
墓
を
指

し
て
「
こ
れ
が
君
の
ご
両
親
の
墓
だ
。」

と
言
う
と
地
に
伏
し
て
両
親
と
の
別
離
を

悔
や
ん
だ
。
や
が
て
案
内
人
と
元
少
年
は

本
当
の
生
家
に
辿
り
着
い
た
。
案
内
人
は

今
ま
で
の
嘘
を
詫
び
て
、
本
当
の
両
親
の

墓
へ
と
案
内
し
た
。
し
か
し
そ
の
時
、
も

う
元
少
年
に
は
涙
も
嗚
咽
も
出
な
か
っ

た
。「
感
動
」
は
人
間
を
簡
単
に
欺
き
ま

す
。
本
当
の
両
親
と
の
再
会
と
い
う
真
実

を
前
に
し
て
も
、
心
の
準
備
が
整
っ
て
い

な
け
れ
ば
人
間
は
泣
く
こ
と
す
ら
出
来
な

い
の
で
す
。
人
間
は
そ
れ
ほ
ど
愚
か
な
ん



令和８年３月１日 （　6　）

だ
と
い
う
こ
と
を
戒
め
ま
し
ょ
う
。「
こ

の
気
持
ち
は
、
誰
か
に
よ
っ
て
意
図
的
に

も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
の
か
？
」

と
僕
は
考
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
他
人

に
気
持
ち
を
左
右
さ
せ
ら
れ
る
の
は
気
持

ち
の
良
い
モ
ノ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も

そ
れ
も
自
覚
が
で
き
れ
ば
の
話
で
す
。「
誇

り
」「
嫌
悪
」「
不
安
」
人
の
感
情
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を

見
る
こ
と
が
最
近
特
に
増
え
ま
し
た
。
相

手
の
気
持
ち
を
推
し
量
る
の
は
大
事
な
こ

と
で
す
が
、
そ
れ
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ

る
の
と
は
別
で
す
。
そ
ん
な
訳
で
場
の
雰

囲
気
に
飲
ま
れ
て
感
動
す
る
の
が
僕
は
嫌

い
で
す
。
意
地
で
も
し
ま
せ
ん
。
そ
ん
な

こ
と
よ
り
、
楽
し
か
っ
た
こ
と
で
も
思
い

出
し
て
話
し
て
一
緒
に
笑
お
う
。じ
ゃ
あ
、

ま
た
な
。

祝
！
卒
業

Ｊ
組
担
任　

浅
見　

美
幸（
保
健
体
育
科
）

高
校
生
活
や
り
残
し
は
な
い
で
す
か
？

部
活
・
勉
強
・
行
事
・
恋
…

兼
備
の
力
で
全
て
を
乗
り
越
え
た
、

太
陽
の
よ
う
な
笑
顔
を
ふ
り
ま
く
、 

朗
ら
か
な
君
達
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

過
ご
し
た
日
々
は
、
忘
れ
ま
せ
ん
。

　

あ
り
が
と
う
。

　

幸
あ
れ
！

地
の
塩
、
世
の
光

Ｋ
組
担
任　

柿
沼　

宏
暢
（
英
語
科
）

卒
業
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
重

ね
た
挑
戦
と
失
敗
は
、
貴
方
の
背
中
に
確

か
な
翼
を
授
け
ま
し
た
。「
地
の
塩
、
世

の
光
」
と
し
て
、
周
囲
を
照
ら
し
支
え

る
存
在
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。Life is 

tough, but so are you.

継
続
し
た
こ

と
だ
け
が
、
真
実
に
な
り
ま
す
。
迷
わ
ず

進
ん
で
く
だ
さ
い
。
全
て
は
、
心
の
決
め

た
ま
ま
に
。
仲
間
と
過
ご
し
た
日
々
を
胸

に
、
未
来
を
切
り
拓
い
て
く
だ
さ
い
。
自

分
の
道
を
信
じ
、羽
ば
た
い
て
く
だ
さ
い
。

今
を
強
く
生
き
よ
。Carpe D

iem
特
進
コ
ー
ス

Ｌ
組
担
任　

中
森　

秀
紀
（
理
科
）

誰
一
人
欠
け
る
こ
と
な
く
卒
業
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
浅
井
、
井
原
、

加
藤
、
木
村
、
岳
、
元
希
、
十
代
、
寺
澤
、

松
浦
、村
松
、茂
木
、山
口
、吉
本
、涼
葉
、

板
倉
、
影
山
、
梶
岡
、
鈴
木
、
た
む
そ
う
、

出
口
、
星
、
堀
、
堀
尾
、
眞
鍋
、
三
野
、
森
、

吉
田
、
倖
世
、
み
ん
な
あ
り
が
と
う
！

毎
日
を
大
切
に

副
担
任　

中
根　

聡
（
国
語
科
）

私
た
ち
の
日
常
は
期
限
ま
で
に
や
ら
ね

ば
な
ら
な
い
こ
と
の
積
み
重
ね
で
出
来
て

い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
ら
の
事
に
誠
実
に
対
応
す
る
以

外
、
毎
日
を
充
実
さ
せ
る
方
法
は
、
た
ぶ

ん
無
い
と
思
い
ま
す
。
卒
業
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
充
実
し
た
毎
日
を
。

季
節
感
と
五
感
を
大
切
に
生
き
よ
う
！

副
担
任　

磯
崎　

宏
（
英
語
科
）

四
季
折
々
の
色
と
り
ど
り
の
花
、
ミ
ン

ミ
ン
リ
ン
リ
ン
虫
た
ち
の
合
唱
、
ビ
ュ
ー

ビ
ュ
ー
北
風
の
冷
た
さ
、
そ
よ
風
と
春
の

景
色
、
ザ
ー
ザ
ー
恵
み
の
雨
、
シ
ン
シ
ン

雪
景
色
、
柿
や
み
か
ん
の
熟
し
た
色
、
清

流
に
泳
ぐ
魚
の
姿
、
芽
吹
き
の
山
々
の
躍

動
感
、
冬
の
夜
空
の
星
の
輝
き
、
朝
日
が

昇
る
直
前
の
輝
き
、
ザ
ク
ザ
ク
霜
柱
、
成

人
式
や
七
五
三
の
和
服
の
装
い
、
思
い
切

り
吸
う
空
気
の
美
味
し
さ
、
ゴ
ク
ゴ
ク
飲

む
水
の
お
い
し
さ
。
季
節
感
と
オ
ノ
マ
ト

ペ
、
五
感
を
通
し
て
得
た
も
の
こ
そ
が
本

当
の
知
識
と
知
恵
。

時
間
の
大
切
さ

副
担
任　

片
桐　

暢
明
（
情
報
科
）

日
々
時
間
は
流
れ
続
け
て
い
ま
す
。
遊

ん
で
い
て
も
、
寝
て
い
て
も
、
テ
レ
ビ
を

見
て
い
て
も
、
勉
強
し
て
い
て
も
時
間
は

流
れ
て
い
ま
す
。
時
間
の
大
切
さ
は
過
ぎ

去
っ
て
み
る
と
よ
く
分
か
り
ま
す
。
み
な

さ
ん
の
高
校
三
年
間
は
時
間
を
う
ま
く
使

え
た
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
進
学
し
、

社
会
に
出
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

し
て
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑

戦
が
で
き
ま
す
。
こ
の
大
切
な
時
間
を
有

効
に
使
っ
て
自
分
に
と
っ
て
悔
い
の
な
い

人
生
を
つ
き
進
ん
で
く
だ
さ
い
。
卒
業
お

め
で
と
う
！

素
晴
ら
し
き
哉
、
人
生
！

副
担
任　

齋
藤　

純
（
理
科
）

一
九
四
六
年
の
ア
メ
リ
カ
で
公
開
さ
れ

た
「
素
晴
ら
し
き
哉
、
人
生
！
」
と
い
う

映
画
が
あ
り
ま
す
。
卒
業
後
に
壁
に
ぶ
つ

か
っ
て
自
分
に
自
信
が
持
て
な
く
な
っ
た

と
き
、
是
非
観
て
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん

の
周
り
に
は
家
族
・
恋
人
・
友
人
・
同
僚

な
ど
、
助
け
て
く
れ
る
人
が
い
る
と
思
い

ま
す
。
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
素

敵
な
人
生
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
応
援
し

て
い
ま
す
。
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
！



令和８年３月１日（7）

か
け
が
え
の
な
い
時
間

三
年
Ｇ
組　

堀
口　

幸
音
（
佃
中
）

長
い
と
思
っ
て
い
た
二
年
間
の
部
活
生

活
は
、
振
り
返
る
と
一
瞬
だ
っ
た
と
今
に

な
っ
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

何
も
考
え
ず
、
と
り
あ
え
ず
入
っ
た
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
部
。
入
部
後
は
筋
肉
痛
に
悩

ま
さ
れ
、
入
ら
な
き
ゃ
よ
か
っ
た
と
後
悔

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
二
年
生
に
な

り
、
先
輩
方
か
ら
部
長
に
任
命
さ
れ
ま
し

た
が
、
荷
が
重
く
、
や
り
た
く
な
い
の
が

本
音
で
し
た
。
特
に
二
年
の
秋
頃
は
自
分

の
実
力
が
伸
び
悩
ん
で
い
た
時
期
で
、
部

長
と
し
て
の
仕
事
と
自
分
の
練
習
と
を
両

立
で
き
ず
、
精
神
的
に
も
身
体
的
に
も
負

担
が
大
き
か
っ
た
で
す
。
三
年
生
に
な
っ

て
も
両
立
は
多
分
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
支
え
て
く
れ
た
同
期
の
お
か
げ
で

な
ん
と
か
や
り
き
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。一

番
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
の
は
や
っ

ぱ
り
引
退
試
合
で
す
。
団
体
戦
西
東
京
ベ

ス
ト
８
と
い
う
結
果
を
残
せ
て
嬉
し
か
っ

た
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
の
先
へ

進
め
な
か
っ
た
悔
し
さ
も
あ
り
ま
し
た
。

試
合
後
の
あ
い
さ
つ
で
は
涙
が
我
慢
で
き

ず
、
止
ま
ら
な
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。
最
後
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
、
み
ん
な

で
泣
い
た
り
笑
っ
た
り
し
な
が
ら
話
し
た

時
間
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

正
直
に
言
う
と
、
試
合
や
練
習
よ
り
も

部
活
の
帰
り
道
に
な
ん
で
も
な
い
話
を
し

た
り
、
遠
征
先
で
一
緒
に
ご
飯
を
食
べ
た

り
し
た
、
そ
う
い
う
た
わ
い
も
な
い
時
間

が
一
番
好
き
で
し
た
。
些
細
だ
け
れ
ど
大

切
な
思
い
出
で
、
こ
れ
か
ら
も
忘
れ
ず
に

過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。
最
後
に
、
磯

崎
先
生
、桐
田
先
生
、伊
沢
先
生
、後
輩
た

ち
、そ
し
て
同
期
の
み
ん
な
、本
当
に
貴
重

な
時
間
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

進
学
先
：
成
蹊
大
学
経
済
学
部

　
　
　
　
現
代
経
済
学
科

赤
ジ
ャ
ー
ジ

三
年
Ｇ
組　

永
瀬　

拓
未（
赤
塚
三
中
）

赤
い
ジ
ャ
ー
ジ
を
着
て
、
鶴
の
教
壇
に

立
つ
。
そ
れ
が
私
の
夢
だ
。

赤
い
ジ
ャ
ー
ジ
の
英
語
の
先
生
。
こ
の

三
年
間
で
私
の
人
生
を
大
き
く
変
え
て
く

だ
さ
っ
た
先
生
だ
。

私
は
先
生
に
、
英
語
よ
り
も
社
会
を
教

わ
っ
た
と
思
う
。
先
生
は
ど
ん
な
分
野
に

も
手
を
伸
ば
し
て
お
り
、
そ
の
知
見
を
、

英
語
の
新
聞
や
動
画
を
通
し
て
た
く
さ
ん

教
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
だ
。
戦
争
、医
療
、

雇
用
、
文
化
…
た
だ
英
語
を
勉
強
し
て
い

る
だ
け
で
は
絶
対
に
気
づ
か
な
か
っ
た
世

界
を
、
先
生
は
英
語
を
透
か
し
て
教
え
て

く
れ
た
。
例
え
ば
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が

始
ま
っ
た
時
期
に
は
、戦
争
の
ル
ー
ル
や
、

赤
十
字
に
つ
い
て
の
授
業
が
開
か
れ
た
。

英
語
を
学
ぶ
っ
て
、
こ
う
い
う
こ
と
な

の
か
も
し
れ
な
い
。
今
ま
で
の
英
語
の
常

識
が
、
先
生
に
よ
っ
て
ひ
っ
く
り
返
さ
れ

た
。
最
新
の
生
の
英
語
を
目
の
当
た
り
に

し
、
鶴
高
生
の
バ
イ
ブ
ル
﹃
ユ
メ
タ
ン
﹄

に
味
気
な
く
載
っ
て
い
る
英
単
語
が
、
活

き
活
き
と
生
き
て
い
た
の
だ
。
そ
の
英
語

た
ち
は
、
テ
ス
ト
の
点
よ
り
も
も
っ
と
大

切
な
、「
世
界
を
知
る
こ
と
」
を
与
え
て

く
れ
た
。
私
は
先
生
の
授
業
の
お
か
げ

で
、
視
野
が
本
当
に
広
が
っ
た
と
強
く
感

じ
る
。

私
に
と
っ
て
高
校
は
、
英
語
に
限
ら
ず

と
も
、
自
分
が
知
ら
な
い
世
界
へ
の
扉
を

ノ
ッ
ク
さ
せ
て
く
れ
る
場
所
だ
っ
た
。

だ
か
ら
、
今
度
は
私
が
こ
の
授
業
を
す

る
番
だ
。
恩
を
返
す
べ
く
、
先
生
の
英
語

を
継
ぐ
。
こ
れ
か
ら
の
高
校
生
に
も
、
こ

の
授
業
を
通
し
て
世
界
を
広
げ
て
ほ
し

い
。
私
は
将
来
、
鶴
ヶ
丘
に
戻
っ
て
英
語

教
員
に
な
る
。
そ
の
日
を
鶴
首
し
て
待
ち

な
が
ら
私
は
、
大
学
で
よ
り
一
層
、
未
知

の
分
野
に
も
翼
を
広
げ
て
英
語
を
学
ん
で

い
く
つ
も
り
だ
。

進
学
先
：
成
城
大
学
文
芸
学
部
英
文
学
科

  
︱
三
年
間
の
思
い
出

　
　
　
そ
し
て
後
輩
た
ち
へ
︱

卒
業
生
の
言
葉

卒
業
生
の
言
葉
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最
高
の
仲
間

三
年
Ｄ
組　

藤
吉　

櫂
（
世
田
谷
中
）

鶴
高
で
過
ご
し
た
三
年
間
は
勉
強
、
部

活
、
行
事
全
て
に
全
力
で
挑
ん
だ
時
間

だ
っ
た
。
特
に
所
属
し
て
い
た
野
球
部
の

思
い
出
が
濃
く
頭
に
残
っ
て
い
る
。
現
役

で
プ
レ
ー
し
て
い
た
当
時
は
と
て
つ
も
な

く
長
く
、
引
退
し
た
今
で
は
あ
り
え
な
い

ほ
ど
あ
っ
と
い
う
間
に
感
じ
る
時
間
で

あ
っ
た
。

た
だ
、
つ
ら
い
と
思
う
こ
と
の
方
が
多

か
っ
た
。
一
つ
の
ミ
ス
で
勝
敗
が
決
す
る

と
い
う
難
し
さ
。
結
果
が
明
確
に
数
字
で

出
て
く
る
厳
し
さ
。
多
方
面
か
ら
の
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に

な
っ
た
日
々
。
ど
れ
だ
け
練
習
し
て
も
勝

て
る
保
証
な
ど
な
く
、
た
だ
ひ
た
す
ら
一

つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
、
部
員
全
員
が
青

春
の
時
間
を
注
い
で
き
た
。

一
人
で
は
到
底
耐
え
き
れ
な
い
こ
の
濃

い
時
間
の
中
で
私
が
得
た
の
は
「
最
高
の

仲
間
」
で
あ
る
。

組
織
で
動
く
こ
と
は
想
像
以
上
に
難
し

く
、
う
ま
く
い
く
こ
と
の
方
が
少
な
い
。

一
人
の
失
敗
に
全
員
が
当
事
者
と
な
り
考

え
、
改
善
策
を
模
索
す
る
。
何
か
を
成
す

た
め
に
は
何
か
を
我
慢
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
時
に
は
激
し
く
ぶ
つ
か
り
合
っ
た
。

し
か
し
、
い
つ
い
か
な
る
時
も
「
何
か
を

や
る
な
ら
全
員
で
や
ろ
う
」
こ
の
結
論
に

た
ど
り
着
く
こ
と
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

そ
ん
な
仲
間
と
必
死
に
な
り
、
幾
度
と
な

く
高
い
壁
を
乗
り
越
え
、
最
後
ま
で
駆
け

抜
け
た
あ
の
時
間
が
今
、
私
に
と
っ
て
大

き
な
財
産
で
あ
る
。

こ
れ
を
読
む
後
輩
た
ち
に
も
部
活
の
友

達
や
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
な
ど
の
仲
間
が
い
る

と
思
う
。
ぜ
ひ
そ
の
仲
間
と
協
働
し
、
限

り
あ
る
残
り
の
高
校
生
活
に
全
力
で
挑
ん

で
ほ
し
い
。

私
は
鶴
高
で
手
に
入
れ
た
宝
物
を
胸

に
、
仲
間
と
の
縁
が
続
く
こ
と
を
信
じ
て

こ
れ
か
ら
も
進
ん
で
い
く
。

み
ん
な
、
あ
り
が
と
う
！

進
学
先
：
明
治
大
学
総
合
数
理
学
部

　
　
　
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
デ
ザ
イ
ン
学
科

こ
こ
で
出
会
え
た
す
べ
て
に
感
謝

三
年
Ｄ
組　

平
石　

奏
音
（
大
鳥
中
）

私
の
高
校
生
活
は
、
大
切
な
仲
間
に
支

え
ら
れ
、
充
実
し
た
三
年
間
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
自
分
自
身
が
大
き
く
成
長
で

き
た
密
度
の
濃
い
時
間
だ
っ
た
と
実
感
し

て
い
ま
す
。

私
は
多
く
の
行
事
で
人
前
に
立
つ
機
会

が
あ
り
、
そ
の
中
で
も
二
年
生
で
経
験
し

た
体
育
祭
の
応
援
団
長
は
特
に
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。
私
は
器
用
で
は
な
い
の

で
、
短
い
ス
パ
ン
で
チ
ー
ム
を
ま
と
め
、

す
ぐ
に
結
果
を
出
す
こ
と
が
得
意
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
行
事
一
つ
一
つ

に
自
分
の
全
力
を
注
ぎ
、「
今
自
分
が
出

せ
る
ベ
ス
ト
は
ど
ん
な
も
の
な
の
か
」
を

常
に
考
え
な
が
ら
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
そ
の
思
い
が
強
い
あ
ま
り
、
時
に
は

厳
し
い
言
葉
を
か
け
、
仲
間
と
衝
突
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

至
ら
な
い
点
が
多
か
っ
た
私
で
す
が
、
そ

ん
な
私
に
最
後
ま
で
つ
い
て
き
て
く
れ
た

仲
間
の
存
在
に
は
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

ま
た
、
中
夜
祭
な
ど
の
有
志
発
表
に
参

加
し
た
こ
と
も
、
私
の
高
校
生
活
を
語
る

上
で
欠
か
せ
な
い
経
験
で
す
。
そ
の
中

で
、「
声
が
枯
れ
る
ま
で
叫
ぶ
ね
」
と
言
っ

て
く
れ
る
友
達
、「
本
当
に
最
高
だ
っ
た
」

「
号
泣
し
た
」
と
毎
回
伝
え
て
く
れ
る
友

達
、
終
演
後
に
泣
き
な
が
ら
抱
き
し
め
て

く
れ
る
友
達
。
こ
う
し
た
素
敵
な
仲
間
の

存
在
な
し
で
は
、
乗
り
越
え
ら
れ
な
か
っ

た
日
々
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
三
年
間
私
に
関
わ
っ
て

く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
方
に
、
心
か
ら
感

謝
を
伝
え
た
い
で
す
。
卒
業
し
た
く
な
い

と
強
く
思
え
る
ほ
ど
大
切
な
環
境
と
出
会

え
た
こ
と
を
、
私
は
誇
り
に
思
っ
て
い
ま

す
。三
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

鶴
高
が
大
好
き
で
す
！

進
学
先
：
日
本
大
学
理
工
学
部

　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
工
学
科
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令和7年度 第2学年修学旅行

令和７年１２月に実施された２学年の修学旅行にお
いて、沖縄本島での５泊６日のおもな行程は以下の
とおりである。

「平和学習」と「異文化交流」をテーマに、多く
の貴重な経験をすることができた。平和学習では、
ガマや資料館の見学、語り部の講話を通して、沖縄
戦の悲惨さや平和の尊さを自分事として考える姿が

見られた。また、米軍基地の周辺見学では、基地が
地域社会に与える影響や日米関係について多角的に
考察する契機となった。民泊では、受け入れ家庭と
の交流を通して沖縄の生活文化や価値観に触れ、生
徒たちは積極的にコミュニケーションを図ってい
た。フレンズアブロードでは、言語や文化の違いを
超えて相手を理解しようとする姿勢が育まれた。本
旅行で得た学びと経験を、今後の学校生活や将来に
活かしてほしい。行程中は良い天候にも恵まれ、屋
外での活動や見学も予定通り行うことができた。こ
の修学旅行に関わったすべての方々に感謝の気持ち
でいっぱいである。

「遠くのこと」ではない
鈴木　野乃（２Ｆ・緑丘中）

５泊６日の修学旅行の中で、私は多くの大事なこと
を学びました。一つは、平和の大切さです。今回の平
和学習を通して特に印象に残ったのはアブチラガマの
体験でした。実際に重症患者の方が置き去りにされて
いた場所で全ての明かりを消して目を閉じた時、どう
しようもない孤独感と絶望感に襲われました。当時の
人たちはこの何十倍もの思いを抱いていたと思うと、
とても胸が苦しくなりました。その場所から地上に上
がった時、鮮やかな緑の植物や鳥の声、心地良い風の
ありがたさを改めて感じることができました。私たち
の命は様々な人が必死でつないできたものであり、そ
れを伝えていくことが大切なのだと実感することがで
きました。

もう一つは沖縄の文化の豊かさです。毎日の食事や

民泊体験などで、沖縄固有の素敵な文化をたくさん見
てきました。その中で人口流出や減少によって衰退し
てしまいそうな文化があることも耳にしました。また
街を歩いている最中、頻繁に米軍の戦闘機の音が聞こ
えてきました。これらの問題は沖縄だけでなく日本全
体が自分のこととして考えていくことで、問題の解決
につながっていくと考えました。そのためには、まず
私たちが積極的に諸問題に関する様々な考えをもつこ
とが必要だと痛感しました。平和や文化を維持し続け
るためにも、全員が遠くで起きていることと片付ける
のではなく、過去を振り返って自分の事でもあるのだ
と考え続けていくこと。それが悲惨な過去を繰り返さ
ないことにつながると思います。これからも考え続け
ていくことの大切さを忘れずに過ごしていこうと思い
ます。

１日目
平和祈念資料館・平和の礎、アブチラガマの見学を通して
平和学習

２日目
①基地内見学
②コザの街歩き
平和学習クルーズ・道の駅かでな、民泊入村式

３日目
民泊家庭での体験

４日目
民泊出発式、古宇利島での選択別アクティビティ
①レンタサイクル②黒糖作り③シュノーケリング・バナナ
ボート④シーカヤック・バナナボート⑤近海船釣り⑥シー
サー作り
ビーチBBQ、ハーリー大会

５日目
北谷にてフレンズアブロード
事前学習で鑑賞した「ハクソーリッジ」のモデルである前
田高地の見学

６日目
首里城見学後、国際通りの自主研修を実施し、那覇空港に
集合

【　沖　縄　】

沖縄でのとても貴重な体験
景田　結心（２Ｇ・大宮中）

今回の沖縄修学旅行では、主に「戦争」「平和」をテー
マとして学習しました。また、いろいろな人と関わり、親
交を深めることもできました。平和学習では、平和祈念
資料館、平和の礎、アブチラガマ、前田高地や平和学
習クルーズを通して、改めて戦争の恐ろしさを実感しまし
た。また、戦争で亡くなられた方々が見ていた景色に触
れ、そのときの気持ちを少しでも感じ取ることができたの
ではないかと思います。特に私は「アブチラガマ」が心に
残りました。懐中電灯を頼りにしないといけないほどの暗
さで、５秒間全員で明かりを消した時に衝撃を受けました。
病院としての役割を果たすアブチラガマの中で、ほとんど
何も見えない状態で働いていたことを想像すると、洞窟の
穴から差し込む光があるとはいえ、どれほど大変だった

のかと胸が痛みました。４５分ほど中にいたのですが、もう
外に出たいと感じたり、少し息苦しくなったので、そこに
何カ月もの間身を隠して、何十人かが助かったということ
は、本当に奇跡だと改めて痛感しました。

また、もう一つ思い出に残っていることは民泊です。私
たちを受けいれてくださった方はとても優しく、私たちは
沖縄の方言を教えてもらったり、沖縄料理を食べやすい
ように作っていただきました。本当にすべてが美味しくて、
毎回の食事が楽しみでした。また、美ら海水族館、パイナッ
プルパーク、綺麗な海にも連れていっていただき、沖縄を
十分に楽しめました。海で拾った貝殻でチャーム作りもし
ました。沖縄修学旅行では観光だけでなく、貴重な体験
ができ、色々な方との関わりを通して、本当に最高の思い
出になりました。
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マレーシアでは、「カンポンビジット（農村体験）」「バ
ティク染め（ろうけつ染め）体験」「ピュータ（錫製品）
の制作体験」「ピンクモスクの訪問」などを通して、マ
レーシアならではの文化と暮らしの多様性を実感する
ことができました。

シンガポールでは、「B＆S（現地大学生との国際交
流）」「ナイトサファリ」「自主研修（１日）」を通して、
楽しみながら、自然と都市が調和する国ならではの魅
力や多様性を実感する時間を持つことができたようで

す。
この旅行でのさまざまな体験を通して、生徒の皆さ

んの視野が広がり、世界を新しい角度から見ることが
できるようになっていればうれしく思います。

いろいろな出来事や気持ちなどが凝縮された中身の
濃い素敵な４泊６日の修学旅行でした。この修学旅行
に関わってくださったすべての方々にこの場を借りて
感謝申し上げます。どうもありがとうございました。

１日目　成田空港 → チャンギ国際空港（シンガポール） → クアラルンプール国際空港（マレーシア） → ホテル
２日目　カンポンビジット → バティク染め or ピューター体験 → バトゥー洞窟 → ホテル
３日目　王宮 → バティク染め or ピューター体験 → 飲茶料理 → 独立広場＆セントラルマーケット → ピンクモスク

→ 三井アウトレットパーク → クアラルンプール国際空港 → チャンギ国際空港 → ホテル
４日目　B&S（国際交流）→ シンガポール市内研修（マーライオン・ガーデンズバイザベイ・マリーナベイサンズ）

→ 夕食 → ナイトサファリ → ホテル
５日目　班別自主研修 → スペクトラショー（於：マリーナベイサンズ）→ チャンギ国際空港 → 成田空港

【マレーシア・シンガポール】

修学旅行の思い出
黒澤　　唯（２E・松が谷中）

修学旅行の思い出として特に印象に残っていること
が２つあります。

１つ目は、カンポンビジットです。普通の旅行では
なかなか体験できないということもあり、特に印象に
残っています。まず自己紹介をして、その後、お昼ご
飯をいただきました。カレー、サラダ、オムレツ、そ
してナゲットが用意されていました。とても美味しかっ
たです。手を用いての食べ方も教えてもらいました。
最初は抵抗がありましたが、楽しく食べることができ
ました。食後は、マレーシアの伝統遊びであるチョン
カをしました。チョンカはマンカラのようにおはじき
を使う遊びです。マンカラとは少しルールが違いまし
たが、家の方が優しく教えてくださったので、最後は

自分たちどうしで戦えるようになりました。英語でコ
ミュニケーションをとることは難しかったけれど、た
くさん会話することができて、とても良かったです。

２つ目はナイトサファリです。雨上がりだったため
気温が少し下がり、見学するのにちょうどよい環境で
した。普段はなかなか見ることのできない夜行性の動
物が活発に動く様子を間近で観察することができ、非
常に印象に残りました。特に、至近距離で見た動物た
ちは迫力があり、貴重な体験となりました。

修学旅行でしか体験できないようなことがたくさん
あり、良い経験になりました。またもっと流暢に会話
できるように、英語の勉強をより一層頑張りたいと思
いました。無事に行って帰ってこれたのはたくさんの
サポートがあったからであり、感謝の気持ちを忘れな
いようにしようと改めて思いました。

最高の旅
　田中　　杏（２B・中野二中）

待ちに待ったマレーシアとシンガポールへの修学旅
行は想像以上に濃い時間になりました。行く前は、海
外へのドキドキと不安がありましたが、最終日には、
まだもう少しいたいなという気持ちになりました。

マレーシアで一番印象に残っているのは、バトゥ洞
窟です。着いたときは生憎の雨で、目の前にあるカラ
フルで長い階段を見た瞬間は、こんな長い階段登れる
のかなと思いました。ですが、雨に濡れて一歩ずつ友
人と登っていくのは、今思えば修学旅行ならではの特
別な時間でした。頂上に着いてから見た景色と達成感
は一生忘れられません。

また、現地の大学生に案内してもらったB＆Sも、と

ても楽しい時間でした。最初は英語でうまくコミュニ
ケーションが取れるか不安でしたが、大学生のカイさ
んが優しく接してくれたおかげで、すぐに打ち解ける
ことができました。案内してもらっている途中で飲ん
だココナッツジュースは、とても美味しくて、忘れら
れない味でした。

そして最終日。シンガポールでの自由行動は一番楽
しかったです。セントーサ島で眺めた海や、アートサ
イエンスミュージアムでの展示はとても美しくて、良
い経験でした。

最初は他のクラスの人も含めた班で仲良くなれるか
不安でしたが、最後にはこのメンバーで良かったと思
えるくらい仲良くなれたことが、この旅で一番の収穫
でした。
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朝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
振
り
返
る

第
一
学
年
主
任
　
久
保
田
善
政

毎
朝
行
わ
れ
る
教
員
の
打
ち
合
わ
せ
で

は
、
一
日
の
動
き
や
生
徒
へ
の
伝
達
事
項

等
を
確
認
し
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
学
年

主
任
と
し
て
ぜ
ひ
ク
ラ
ス
で
伝
え
て
欲
し

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
含
ま
れ
ま
す
。
担
任
の

先
生
方
は
、
私
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
自

分
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
自
分
の
言
葉
で

ク
ラ
ス
で
語
り
ま
す
。
今
年
の
一
月
ま
で

に
出
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
く
つ
か
振
り

返
り
ま
す
。

高
校
生
に
な
り
ま
し
た
。「
本
校
は
、

き
ち
ん
と
出
席
を
し
て
、
や
る
べ
き
こ
と

を
や
る
べ
き
と
き
に
や
っ
て
、
出
す
べ
き

も
の
を
出
し
、
取
る
べ
き
も
の
を
取
ら
な

い
と
進
級
が
で
き
ま
せ
ん
。
卒
業
が
で
き

ま
せ
ん
。
そ
の
先
の
進
学
が
で
き
ま
せ

ん
。」
な
ぜ
学
校
に
通
う
の
か
？
「
自
分

自
身
の
課
題
達
成
に
向
け
て
、
い
ろ
い
ろ

な
人
と
折
り
合
い
を
つ
け
な
が
ら
付
き

合
っ
て
、
み
ん
な
で
取
り
組
ん
だ
り
、
答

え
が
一
つ
だ
け
で
は
な
い
問
い
に
対
応
す

る
、
と
い
っ
た
経
験
を
積
む
た
め
で
あ

る
。」
本
校
は
私
立
学
校
で
す
。「
独
自
の

建
学
の
精
神
教
育
理
念
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
を
踏
ま
え
て
、
鶴
ヶ
丘
高
校
と
し
て
理

想
の
高
校
生
像
、
こ
う
あ
る
べ
き
と
い
う

の
が
あ
り
ま
す
。
頭
髪
と
服
装
の
ル
ー
ル

も
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
で
す
。」

多
く
の
仲
間
が
い
ま
す
。「
お
互
い
に

気
に
掛
け
て
、
声
を
掛
け
合
っ
て
、
フ
ォ

ロ
ー
し
あ
お
う
。
だ
ん
だ
ん
お
互
い
が
わ

か
っ
て
く
る
と
、
合
う
合
わ
な
い
苦
手

…
…
、
そ
う
い
う
の
は
あ
っ
て
当
然
。
仲

間
と
し
て
お
互
い
に
配
慮
を
。」
だ
ん
だ

ん
遠
慮
が
無
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。「
我
々

は
多
く
の
人
と
の
関
係
の
中
で
生
き
て
い

る
。
こ
こ
に
い
る
の
は
あ
な
た
と
あ
な

た
の
周
り
の
数
人
、
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
！
自
分
の
わ
が
ま
ま
を
抑
え
た
り

…
…
、
折
り
合
い
を
つ
け
た
り
…
…
、
と

い
っ
た
こ
と
が
必
要
で
す
。
大
変
だ
け

ど
、
大
人
・
社
会
人
と
し
て
必
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。」「
ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
ど
う
で

す
か
？
足
を
引
っ
張
る
の
で
は
な
く
、
手

を
引
っ
張
っ
て
あ
げ
る
こ
と
…
…
で
き
ま

せ
ん
か
？
授
業
中
も
休
み
時
間
も
、
み

ん
な
に
と
っ
て
居
心
地
の
い
い
空
間
を

み
ん
な
で
作
り
ま
せ
ん
か
？
」
鶴
ヶ
丘

祭
に
向
け
て
。「【
和
衷
協
同
】
心
を
同

じ
く
し
て
共
に
力
を
合
わ
せ
、
合
唱
祭
・

鶴
ヶ
丘
祭
を
盛
り
上
げ
よ
う
。
鶴
ヶ
丘
祭

ま
で
あ
と
…
…
」

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
用

に
つ
い
て
。「
自
分
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

き
て
い
ま
す
か
？　

日
常
生
活
学
校
生
活

に
支
障
を
き
た
し
て
い
た
ら
、依
存
傾
向
。

就
寝
時
刻
が
十
二
時
過
ぎ
…
…
、
日
中
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
確
実
に
低
下
。
授
業

や
部
活
で
影
響
出
て
ま
せ
ん
か
？
」「
保

護
者
を
不
安
に
さ
せ
て
い
ま
せ
ん
か
？
や

る
べ
き
こ
と
を
や
る
べ
き
と
き
に
ち
ゃ
ん

と
や
っ
て
い
る
、
あ
な
た
が
ち
ゃ
ん
と
説

明
し
よ
う
。
取
る
べ
き
も
の
を
ち
ゃ
ん
と

取
っ
て
い
る
、
い
い
点
数
・
成
績
を
見
せ

よ
う
！
十
二
時
に
は
就
寝
し
よ
う
！
」

勉
強
し
よ
う
。
授
業
を
大
切
に
！
「
得

意
な
も
の
は
教
え
た
り
、
苦
手
な
も
の
は

教
え
て
も
ら
っ
た
り
、
お
互
い
に
フ
ォ

ロ
ー
し
あ
お
う
！
」「
努
力
す
る
人
は
希

望
を
語
り
、
怠
け
る
人
は
不
満
を
語
る

…
…
」「
成
績
順
位
貼
り
出
し
て
い
ま
す
。

頼
り
に
な
る
仲
間
が
い
っ
ぱ
い
い
ま
す
。

う
ま
く
頼
ろ
う
！
」「
日
々
の
授
業
を
大

切
に
！　

隣
の
子
が
う
つ
ら
う
つ
ら
し
て

た
ら
ど
う
す
る
？　
“
今
垂
ら
し
て
い
る

よ
だ
れ
は
将
来
の
涙
！
”」

毎
月
の
「
こ
と
ば
」
と

共
に
振
り
返
り
２
―
常
時

第
二
学
年
主
任
　
田
口
　
裕
基

◇
四
月
の
こ
と
ば

《N
ew

 School Y
ear's Resolution

～
新
学
年
の
抱
負
を
た
て
よ
う
》

四
月
七
日
の
始
業
式
は
晴
れ
。
こ
の
学

年
の
新
た
な
リ
ス
タ
ー
ト
の
日
で
あ
る
。

ク
ラ
ス
は
分
か
っ
て
い
て
も
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
が
誰
か
、
担
任
が
誰
か
は
わ
か
ら
な
い

ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
の
中
の
ス
タ
ー
ト
と

な
っ
た
。

◇
五
月
の
こ
と
ば

《
一
五
二
八
家
庭
学
習
の
習
慣
化
》

四
月
の
ス
タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
結
果

か
ら
、
平
日
一
時
間
三
十
分
、
休
日
二
時

間
四
十
八
分
と
い
う
目
標
を
立
て
た
。
一

年
次
と
平
日
の
学
習
時
間
は
同
じ
だ
が
、

休
日
が
十
八
分
増
と
な
っ
た
。

◇
六
月
の
こ
と
ば

《
文
武
両
道
の
真
価
が
問
わ
れ
る
高
二

水
無
月
》

三
年
生
が
徐
々
に
引
退
し
、
二
年
生
が

部
活
で
も
中
心
メ
ン
バ
ー
に
な
り
忙
し
さ

令
和
７
年
度

  
こ
の
一
年

学
年
レ
ポ
ー
ト
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が
増
す
中
、
文
化
祭
で
は
ク
ラ
ス
展
示

が
あ
り
、
そ
の
後
の
一
学
期
期
末
試
験

…
…
、
文
武
両
道
の
大
変
さ
を
改
め
て
体

感
し
た
の
で
は
？

◇
七
月
の
こ
と
ば

《
一
学
期
の
積
み
残
し
は
七
月
中
に
解

消
！
》

文
武
両
道
と
は
言
っ
て
も
普
段
の
学
校

生
活
で
は
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
な
り
が
ち
で

あ
る
。
そ
こ
で
七
月
、
八
月
は
一
学
期
学

習
内
容
の
総
復
習
に
注
力
し
、
未
消
化
分

を
ク
リ
ア
に
し
た
上
で
、
二
学
期
を
迎
え

よ
う
。

◇
九
月
の
こ
と
ば

《
高
校
生
活
も
後
半
戦
へ
突
入
！
》

全
員
が
登
校
す
る
の
は
せ
い
ぜ
い
三
年

十
二
月
く
ら
い
ま
で
で
あ
る
。
そ
う
考
え

る
と
二
年
九
月
は
三
年
間
の
折
り
返
し
地

点
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
と
な
る
。
入
学
時
の

新
鮮
な
キ
モ
チ
を
今
一
度
思
い
出
し
て
ほ

し
い
。

◇
十
月
の
こ
と
ば

《
今
こ
そ
八
時
登
校
》

夏
休
み
明
け
か
ら
全
体
的
に
登
校
時
間

が
遅
く
な
り
、八
時
三
十
分
前
後
に
来
る
生

徒
が
増
え
て
き
た
。登
校
時
間
を
遅
く
す
る

の
は
簡
単
だ
が
、い
っ
た
ん
遅
く
し
た
登
校

時
間
を
早
く
す
る
の
は
至
難
の
業
だ
。

◇
十
一
月
の
こ
と
ば

《
ま
ず
期
末　

マ
レ
シ
ン
沖
縄　

憂
い

な
く
―
常
時
》

修
学
旅
行
の
直
前
に
二
学
期
期
末
試
験

が
あ
っ
た
の
で
、
し
っ
か
り
と
結
果
を
出

し
、
成
績
の
憂
い
な
く
、
修
学
旅
行
に
行

き
、
最
高
の
思
い
出
を
作
っ
て
も
ら
い
た

い
、
と
い
う
思
い
か
ら
詠
ん
で
み
た
。

◇
十
二
月
の
こ
と
ば

《
受
験
モ
ー
ド
へ
の
切
り
替
え

～
第
一
弾
～
》

修
学
旅
行
が
終
わ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で

「
受
験
モ
ー
ド
に
切
り
替
え
る
」
こ
と
が

上
手
に
で
き
る
生
徒
と
そ
う
で
な
い
生
徒

で
は
一
年
後
の
第
一
志
望
達
成
率
に
必
ず

大
き
な
差
が
生
ま
れ
る
。

◇
一
月
の
こ
と
ば

《
三
年
〇
学
期
ス
タ
ー
ト
》

一
年
後
の
今
、
三
年
間
の
高
校
生
活
に

悔
い
が
残
ら
な
い
よ
う
、
一
人
一
人
が
一

生
懸
命
、
日
々
の
努
力
を
積
み
重
ね
て
い

こ
う
！

感
謝

第
三
学
年
主
任
　
相
沢
　
由
美

三
月
に
な
れ
ば
三
年
生
が
卒
業
す
る
。

こ
れ
ま
で
と
何
ら
変
わ
ら
な
い
こ
と
だ
が

今
年
度
は
例
年
以
上
に
た
ま
ら
な
く
寂
し

い
。
そ
の
寂
し
さ
の
理
由
を
八
百
字
ほ
ど

の
こ
の
原
稿
に
凝
縮
し
て
み
る
。

そ
れ
は
学
校
行
事
に
ふ
り
き
っ
て
き
た

か
ら
だ
。
鶴
高
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
、
こ

の
学
年
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
を
行
事
に
存

分
に
詰
め
込
ん
で
き
た
。
ク
ラ
ス
単
位
で

の
参
加
は
も
ち
ろ
ん
、
ク
ラ
ス
を
超
え
た

グ
ル
ー
プ
で
体
験
す
る
機
会
も
多
々
あ
っ

た
。
一
つ
ひ
と
つ
の
行
事
に
意
味
や
共
通

認
識
を
上
乗
せ
す
る
こ
と
で
学
年
全
体
が

同
じ
方
向
に
進
ん
で
い
く
。

そ
れ
は
「
学
年
」
と
い
う
枠
組
み
を
強

固
に
し
て
き
た
か
ら
だ
。
四
百
人
規
模
で

の
一
体
感
は
人
生
で
そ
う
味
わ
え
る
も
の

で
は
な
い
。
生
徒
目
線
で
は
も
し
か
す
る

と
連
帯
感
の
方
が
し
っ
く
り
く
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
ク
ラ
ス
や
部
活
動
、
探
究
活

動
な
ど
の
横
の
つ
な
が
り「
お
っ
き
な
わ
」

は
そ
の
名
に
違
わ
ず
学
年
の
輪
を
広
げ
、

結
束
を
強
め
て
き
た
。

そ
れ
は
こ
の
学
年
が
、
関
わ
る
す
べ
て

の
方
々
の
仕
事
で
で
き
て
い
た
か
ら
だ
。

で
き
な
い
悔
し
さ
、
う
ま
く
い
か
な
い
も

ど
か
し
さ
を
跳
ね
の
け
諦
め
ず
に
臨
む
。

意
見
を
ぶ
つ
け
合
い
、
得
手
不
得
手
を

フ
ォ
ロ
ー
し
合
う
。
保
護
者
の
み
な
さ
ま

に
も
多
大
な
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
。
周

囲
の
理
解
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
生
徒
全

員
が
学
年
の
教
員
全
員
が
挑
戦
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

そ
れ
は
当
た
り
前
の
毎
日
が
当
た
り
前

で
は
な
く
な
る
か
ら
だ
。
全
員
が
同
じ
制

服
を
着
て
、
同
じ
時
間
に
登
校
し
て
、
授

業
を
受
け
て
、
昼
食
を
食
べ
て
、
掃
除
を

し
て
、
部
活
に
励
ん
で
、
家
で
勉
強
せ
ず

に
寝
る
。
特
別
な
こ
と
を
し
な
く
て
も
仲

間
や
好
き
な
ひ
と
に
会
え
る
、
特
別
な
毎

日
。そ

れ
は
明
日
か
ら
特
別
な
毎
日
が
戻
れ

な
い
日
々
に
変
わ
る
か
ら
だ
。
き
っ
と
生

徒
は
毎
年
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
卒
業
式
が

終
わ
る
と
教
室
で
最
後
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム

を
受
け
る
。
名
残
惜
し
そ
う
に
写
真
を
撮

り
続
け
た
り
、
卒
ア
ル
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

も
ら
い
に
い
っ
た
り
す
る
。
そ
の
時
間
が

最
終
下
校
時
間
で
区
切
ら
れ
た
あ
と
の
生

徒
の
い
な
い
教
室
に
立
っ
た
と
き
の
寂
寥

感
。寂

し
い
け
れ
ど
笑
顔
で
送
ろ
う
。
こ
れ

か
ら
も
っ
と
も
っ
と
輝
け
る
、
そ
の
土
台

を
鶴
高
で
築
け
た
に
違
い
な
い
卒
業
生
へ

の
餞
に
は
程
遠
い
後
ろ
髪
を
引
か
れ
る
思

い
の
八
百
字
。
こ
の
寂
し
さ
に
あ
り
っ
た

け
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
。

出
会
え
て
一
緒
に
三
年
間
を
過
ご
せ
た

こ
と
に
感
謝
し
て
る
よ
。
あ
り
が
と
う
。

み
ん
な
な
ら
こ
の
先
も
大
丈
夫
。
期
待

し
て
る
よ
。
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インドネシア文通プロジェクト ～近い将来、同僚・同級生になるかもしれないあなたへ～

大石　涼平（１C・府中第九中）
私がインドネシアという国に興味を持った

きっかけは、インドネシア語を面白いと感じた
ことでした。

インドネシア語は英語とよく似ていて、文字
はアルファベットで、共通する単語もあります。
しかし一方で、巻き舌や鼻濁音が多く使われて
おり、独特の響きを持つ言語です。実際にその
発音を聞いてみると、とてもリズミカルで、弾
けるような話し方が新鮮に感じられ、強く興味
をひかれました。

この文通プロジェクトは、私がまさに興味を
持っていた国の人と実際に交流できる貴重な機
会でした。参加できると知ったときは、初めて
海外の人とやり取りをすることもあり、期待で
胸が膨らみました。

最初の手紙を書くときは、もちろんお互いに
どんな人なのかわかりませんでしたが、相手は
一生懸命、たくさんの文章を日本語で書いて気
持ちを伝えてくれました。そのことがとても嬉

しく、心
に残って
います。

オンラ
イン交流
会までの
間、相手
が実際に
は ど ん
な性格なのか、この活動にどれほど積極的なの
かなど、不安に思うこともたくさんありました。
しかし、実際に顔を合わせて話し、声を聞いて
みると、心配していたほどではなく、これまで
手紙でやり取りしてきた言葉がその声と重なり、
自然でリラックスした気持ちで会話をすること
ができました。

この経験を通して、距離が離れていても心の
距離は縮められるのだと感じ、国を超えたつな
がりの温かさを実感することができました。

留学座談会“Think Outside the BOx（TOBO）”―フランスに留学した先輩の話 編―

令和７年１２月２７日に、オンライン留学座談会を開催しました。
本座談会は、長期留学を経験した先輩の体験を在校生と共有

し、留学・越境への理解を深めてもらうことを目的として不定
期に実施しています。

当日は、３年Ａ組中川智遥さん（千登世橋中）をゲストに迎え、
フランスでの１０か月間の留学生活や今後の展望について話して
もらいました。中川さんは、ほぼフランス語が話せない状態で
３年次に留学に挑戦しました。言語や文化の違いなど多くの困
難に直面しながらも、それらを乗り越えて貴重な経験を積んで
帰国し、成長した姿を見せてくれました。休学し、卒業を１年
遅らせて臨んだ留学の話は、後輩の生徒にとって大きな刺激と
なることでしょう。

英語圏以外への留学に挑戦した中川さんの経験は、在校生にとって視野を広げる貴重なヒントとな
り、多様な高校生活の過ごし方や進路選択の可能性を示すものとなりました。

中川さんの留学についての詳細なレポートは、本校WEBサイトをご覧ください。

鶴高では現在、新たな国際交流企画「インドネシア文通プロ
ジェクト」を実施しています。

本企画は、インドネシアの高校生と、あえて手紙による文通
に挑戦する取り組みです。日本語教師としてインドネシア・ジャ
カルタで活躍する佐々木公大さん（２０１７年度卒業生）と共同で
立ち上げました。
「海外に行く時間はないけれど外国の友達が欲しい」「面白そ

うだった」などの声から、３０名を超える鶴高生と１名の先生が
参加しています。

日本語を学ぶインドネシアの生徒から届いた手紙には、イラ
ストや丁寧な日本語が並び、鶴高生も読みやすさを意識して心
を込めた返事を書きました。また、２回の文通を経て、２月７
日（土）にはオンライン交流会も開催。生徒たちは言葉や文化
を越えたつながりを実感する貴重な機会となりました。



令和８年３月１日 （14）

令和７年度　総合型・学校推薦型選抜合格者報告会　進路指導部　齋藤　　純

１月２４日（土）より、１・２年生の希望者を対象に、令和７年度総合型・学校推薦型選抜合格
者報告会が開催されました。３年生はパワーポイント等の資料を活用し、それぞれ工夫を凝らし
た発表を行い、受講生徒はメモをとりながら真剣に耳を傾けていました。報告会後の質疑応答も
活発に行われ、非常に意義のある報告会となりました。また報告会の後には、先輩に直接話を聞
きに来る１・２年生の積極的な姿が見られました。

報告大学（発表順）と主な報告内容
　・東京理科大学　先進工学部
　　マテリアル創成工学科〈学校推薦型〉

「通学時には単語、平日は教科書の基礎、休日は応用問
題に時間をかけました。特に休日の勉強時間はそのまま
ライバルとの差になります。面接官はプロです、騙せま
せん。それでも溢れ出てくる熱意を伝えましょう。」

　・順天堂大学　保健医療学部　理学療法学科〈総合型〉
「最初は保護者の理解を得られずお互いに苦しんだが、
自分の熱意と努力が伝わって保護者の協力を得ることが
できた。総合型はチャンスを増やす試験です。もし受験
して合格したらラッキーで、駄目だったら公募、一般を
覚悟して、とにかく勉強しましょう。」

　・日本大学　芸術学部　
　　映画学科　映像表現・理論コース〈総合型〉

「自分は勉強が苦手でどの教科も得意ではないし、どの
学部学科にも魅力を感じなかった。しかし、たまたま自
分は部活で真剣に取り組んできたことと志望先のアド
ミッション・ポリシーが一致していた。自分は幸運だった。」

　・成城大学　経済学部　経済学科〈総合型〉
「全ては趣味のK‒POPから始まったが、ちっぽけなこと
でも考え尽くせば武器になる。担任の先生には意図的に
突拍子もない質問を出して貰って面接の練習を重ねた
が、それが本番での自信に繋がった。」

　・東京女子大学　現代教養学部　経済経営学科〈総合型〉
「学力よりも部活動や課外活動、ボランティアなど自分が自主的に取り組んだ実績で勝負
をしたかった。少しでも興味のある活動を見つけたら、迷わず参加しましょう。私も偶然
オープンキャンパスで参加したイベントが合格に繋がりました。」

第
四
十
二
回
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
決
定

令
和
七
年
度
日
本
大
学
付
属
高
等

学
校
等
第
四
十
二
回
文
芸
コ
ン
ク
ー

ル
の
入
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。
今

年
度
は
【
短
歌
の
部
】
で
佳
作
（
一

名
）
を
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

卒
業
生
や
在
校
生
の
皆
さ
ん
に
は

コ
ン
ク
ー
ル
に
限
ら
ず
、
今
後
も
国

語
力
向
上
の
一
環
と
し
て
文
芸
へ
の

関
心
を
高
め
、
積
極
的
に
創
作
活
動

に
励
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
国

語
科
一
同
、
皆
さ
ん
の
活
動
を
引
き

続
き
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

短
歌
の
部

佳
作　

松
尾　

樹
乃

（
三
Ｂ
・
武
蔵
野
四
中
）
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■ ■ ■ 部活動報告 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
■スキー部
▽全国・関東高等学校スキー大会東

京都予選会
　（１/５～８ 於：鹿沢スノーエリア）
　女子スラローム
　　第１１位　石井咲亜耶

（２Ｂ・筑波大附属中）
　　第１６位　石原　雪羽

　（１Ａ ・十二月田中）
　　第３１位　山下　真矢

（３Ｂ・菅生中）
　男子スラローム
　　第６位　近藤　純太

（２Ｂ・瀬田中）
　　第６５位　滝　謙太朗

（２Ｊ・西新宿中）
　女子ジャイアントスラローム
　　第５位　石井咲亜耶
　　第１７位　石原　雪羽
　　第２２位　山下　真矢
　　第３２位　千田　風花

（１Ｊ・向陽中）
　男子ジャイアントスラローム
　　第５位　近藤　純太
　　第６１位　早舩　清峻

（２Ａ・北中野中）
　◆全国大会出場権獲得◆
　　石井咲亜耶
　　　（女子スラローム・女子ジャイアントスラローム）
　　近藤　優太
　　　（男子スラローム・男子ジャイアントスラローム）
　◆関東大会出場権獲得◆
　　石井咲亜耶
　　　（女子スラローム・女子ジャイアントスラローム）
　　石原　雪羽
　　　（女子スラローム・女子ジャイアントスラローム）
　　近藤　純太
　　　（男子スラローム・男子ジャイアントスラローム）
　　滝　謙太朗
　　　（男子スラローム）
　　千田　風花
　　　（女子ジャイアントスラローム）
　　早舩　清峻
　　　（男子ジャイアントスラローム）
　　山下　真矢
　　　（女子スラローム・女子ジャイアントスラローム）

■女子バスケットボール部
▽新人大会（１１/２～１/１８）
　１回戦　本校６１－４１東京電機大
　２回戦　本校５３－７０石神井

■女子バレーボール部
▽新人選手権大会（１１/２、１１/９）
　リーグ予選
　　本校２－０都両国
　　本校２－０聖心女子
　本戦１日目
　　本校２－１都三田
　　本校２－０頌栄女子
　　本校２－１成蹊

この結果、都ベスト３２となり、
２/１に実施される本戦２日目へ

の進出が決まった。

■アメリカンフットボール部
▽第２５回STICK BOWL（関東高校選

抜対抗戦）
　（１２/２８於：駒沢第二球技場）
　【東京都選抜チーム】
　　星野　恭介（２Ｇ・調布三中）
　　菱木　彩人（２Ｉ・大泉中）
　　山田　直紀（２Ｈ・西宮中）
　　首藤　武尊

（２Ｃ・西武学園文理中）
　【戦績】
　　東京選抜Ａ ５２－２２ SICN選抜
　　東京選抜Ｂ １７－７ 神奈川選抜
▽ 第１５回NEW YEAR BOWL（ 関 東

地区選抜・関西地区選抜対抗戦）
　（１/１１於：MKタクシーフィールド

EXPO）
　【東京都選抜チーム】
　　菱木　彩人（２Ｉ・大泉中）
　【戦績】
　　東京選抜４２－０大阪選抜

■バドミントン部
▽高校総体（6/8～ 15）
　予選（男女団体）西東京
　　男子3回戦
　　女子ベスト７

■ウエイトリフティング部
▽東京都高等学校ウエイトリフティ

ング競技秋季大会（１０/２６）
　男子５６㎏級　トータル１７０㎏　１位
　　小川　真人（２Ｈ・松ノ木中）
　男子７１㎏級　トータル２１３㎏　１位
　　星野　将男（２Ａ・三鷹三中）
　男子７１㎏級　トータル１２３㎏　２位
　　石井　大河（１Ａ・富士見丘中）
　男子７９㎏級　トータル１１７㎏　２位
　　岩田　　碧（１Ａ・松沢中）
　女子７７㎏級　トータル９０㎏　１位
　　渡邊　なる（１Ｅ・船橋希望中）
▽東京都高等学校新人大会ウエイト

リフティング競技（１１/２３）
　男子５６㎏級　トータル１７３㎏　１位
　　小川　真人
　男子７１㎏級　トータル２２２㎏　２位
　　星野　将男
　男子７１㎏級　トータル１２９㎏　３位
　　石井　大河
　男子７９㎏級　トータル１７０㎏　１位
　　中川　湧統（１Ｂ・瑞雲中）
　男子７９㎏級　トータル１３６㎏　２位
　　岩田　　碧
　女子６９㎏級　トータル９０㎏　１位
　　渡邊　なる
▽第４１回関東高等学校ウエイトリフ

ティング競技選抜大会（１/１０～
１１）

　男子５６㎏級　トータル１７４㎏　４位
　　小川　真人
　男子７１㎏級　トータル２１８㎏　３位

　　星野　将男
　男子７９㎏級　トータル２１７㎏　４位
　　中川　湧統
▽三宅義信杯第１２回東京都ジュニア

選手権大会（１/１８）
　男子５６㎏級　トータル１７５㎏　１位
　　小川　真人
　男子７１㎏級　トータル２０５㎏　１位
　　星野　将男
　男子７１㎏級　トータル１５０㎏　２位
　　石井　大河
　男子７９㎏級　トータル２２３㎏　１位
　　中川　湧統
　男子７９㎏級　トータル１４６㎏　２位
　　岩田　　碧
　男子９４㎏級　トータル２７０㎏　１位
　　細田　率生（３Ｊ・駒形中）
　女子６９㎏級　トータル１０４㎏　１位
　　渡邊　なる

■放送部
▽第４８回東京都高等学校文化祭（地

区大会１１/３、中央大会１１/１６）
　朗読部門　奨励賞（７位相当）
　　江澤　美玲（１Ｆ・和田中）
▽第２３回関東地区放送コンクール（１

/２５ 日本大学法学部）
　生徒実行委員
　　金子　　漣（２Ｃ・鴨志田中）
　　栗原　優真（２Ｉ・阿佐ヶ谷中）
　　中村　心咲（２Ｉ・稲田中）
▽日本大学付属高等学校等文芸コン

クール（２/１9 日本大学会館）
　司会担当
　　横田さくら（３Ｋ・宮崎中）
　　栗原　優真
　　中村　心咲
　　邊母木桃子（２Ｋ・調布七中）
　　江澤　美玲

■バトントワリング部
▽第２９回シニアバトントワーリング

フェスティバル（12/21）
　出演
▽東京都バトン協会バトントワーリング

コンテスト世田谷区大会（1/11）
　入門・初級　金賞受賞
　関東６種目　ペア　初級金賞
　　前原芽莉紗（２Ｆ・井荻中）
　　谷知日奈子（２Ｉ・岡野中）

■料理部
▽体育祭用マドレーヌ提供（１０/２９　

３００個）
▽おもてなし企画（Evie）（１１/６）
▽おにぎりアクション参加（１１/１１）
▽ケーキ講習（１２/１５）
▽クリスマスケーキ製作依頼（１２/

２５）



令和８年３月１日 （16）

第２学年
沖縄修学旅行

第２学年
マレーシア・シンガポール修学旅行


